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研究成果概要 
大気蛍光望遠鏡カメラの標準光源である微小光量パルス光源＝ＹＡＰ（YAlO3:Ce シンチレーター＋241Am）の光

量の温度依存性，および絶対較正済み標準ＰＭＴの増幅率の温度依存性を測定した。 

 

大型恒温槽内に被測定ＰＭＴ８本を設置し，その外にＬＥＤ光源，およびそのモニターのためのＰＭＴ２本を置く，

というセットアップで行った（図１，２）。すべてのＰＭＴは絶対較正済みであり，ＹＡＰが光電面に装着されている。

測定中，室温を一定に保ち（±１℃），恒温槽内の温度を－１０℃から＋４０℃まで変化させた。ＰＭＴに取り付けら

れたＹＡＰおよびＬＥＤ（＋光ファイバーで恒温槽内に導入）によるパルス信号を連続的に測定し，ＹＡＰ光量とＰ

ＭＴ増幅率の温度変化を求めた。結果として，すべての被測定ＰＭＴとＹＡＰについて，温度係数（＝増幅率ある

いは光量の１℃あたりの変化率）を求めた。典型的な値を示したあるＰＭＴ，ＹＡＰの温度係数を図３に示した。 

 

ＹＡＰの温度係数は温度に依存せず約－０．２％である。ＹＡＰごとの個体差もほとんどないことがわかった。 

 

一方，ＰMTの温度係数は約－０．７％であるが，温度と負の相関がある。温度係数の個体差はＹＡＰのそれに比

べ大きいこともわかった。温度係数の温度依存性の原因は明らかになっていない。ＰＭＴにはプリアンプが実装さ

れているので，プリアンプとＰＭＴ光電面の温度依存性を独立に測定することができないためである。 

 

温度係数の測定されたＰＭＴとＹＡＰは大気蛍光望遠鏡に取り付けられ，標準ＰＭＴ，標準光源として用いられる。

各ＰＭＴ，ＹＡＰの温度特性はデータ解析に反映される。 



図１：ＰＭＴ，ＹＡＰ光源の温度特性測定

のブロック図。 

図２：測定装置の写真。左は恒温槽内，右は

ＬＥＤ光源部 

図３：ＰＭＴ（左），ＹＡＰ（右）の温度係数の温度変化。ＹＡＰの温度係数には温度依存性は見られないのに

対し，ＰＭＴの温度係数には明らかな温度依存性がある。 
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